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サポートセンター情報

　本日はJAはが野管内で米麦・野菜の栽培に取り組む山本毅さんをご紹介します。

▶就農までの経緯と現在の経営について教えてください。
　実家が農家で、幼いころから祖父が農業をしている姿を見ていたこともあり、高校に入学する
頃には就農を考えていました。大学卒業後に就農し、現在は自分と叔父の2人で経営をしています。
水稲・麦・大豆に加え、空いている時期に栽培できる作物として加工用の馬鈴薯・人参の栽培を
始めました。また、ＪＡの無人ヘリ協議会にも加入し、オペレーターを務めています。

▶加工用馬鈴薯の栽培を始められたきっかけを教えてください。
　カルビーポテト（株）という売り先が決まっていた
こと、栽培が水稲・麦・大豆と組み合わせやすいこと
から栽培を始めました。加工用馬鈴薯の栽培に取り組
み始めてから3年目ですが、思っていた以上の収量が
あり、収入が増えたことが良かった点です。面積も年々
拡大し、収穫などの繁忙期には地元の知り合いやパー
トの方に手伝ってもらっています。人手が必要になっ
たことにより、地域の人との繋がりができたこともま
た馬鈴薯の栽培に取り組んで良かった点です。

▶栽培で意識していること、農業の魅力を教えてください。
　1年中作物を栽培しているのでスケジュール
を立て、計画的に作業を進めることを意識して
います。農業の魅力は、収穫できたときの喜び
と自分がやった分だけ返ってくるところだと感
じています。同じ作物を同じように栽培しても
天候などによって出来が違ってくるところも農
業の面白いところですね。

▶今後の目標を教えてください。
　色んな人の意見を聞いて研究し、栽培も経営もより良い方法を見つけていきたいです。また、
４Ｈクラブの仲間との情報共有を通して、地域の農業を盛り上げていけたらと思っています。

　多品目栽培に加え、無人ヘリの技能競技大会で全国大会に出場するなど、勢いのあ
る農家さんでした。本日はお忙しい中ありがとうございました。

▶名　前：山本　毅さん(27）
　品　種：水稲(13ha）麦(5ha）大豆(3ha）
　　　　　馬鈴薯(2.8ha）人参(2ha） 
　就農年数：6年目

頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!
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サポートセンター情報

　本日は農業大学校（農業生産学部　畜産学科）の齋藤千紗さんにお話を伺いました。

▶農業大学校入学までの経緯を教えて下さい。
　実家が塩谷町で和牛繁殖農家を営んでおり、小さい頃から飼養管理の手伝いをしていました。
将来は調理系の道に進むことも考えましたが、牛のことを一番に考えて仕事をしている祖父や両
親の姿をみて、私も農業に携わりたいと思うようになり、家族の後押しもあって、農業大学校の
畜産学科に進学を決めました。

▶学生生活について教えて下さい。
　実習では、肉牛を専攻し繁殖和牛を担当して
います。実際の管理は、学生それぞれに担当牛
があり、担当している牛は自分で餌の量の決定
や体調管理を行っています。また、日々牛舎に
いる牛の世話は学生が当番制で行っており、当
番の時は、和牛だけでなく乳牛の飼料給与や搾
乳も行います。はじめは分からないことも多く
大変でしたが、仲間と一緒に経験を積んだことによって、乳牛についても知見を深めることがで
きました。また、現在は、主に家畜人工授精師の資格をとるための勉強をしています。

▶牛の世話をする上で、意識していることは何ですか。
　元気に育ってほしいという思いがあり、産まれた子牛たちがちゃんと母乳やミルクを飲んでい
るか、母牛にいじめられていないかなどをよく観察するようにしています。私の担当牛にも５月
に雌子牛が産まれ、現在も母牛と同じ牛房で一緒に世話をしています。

▶今後の目標を教えてください。
　家畜人工授精師の資格を取得し、実家の牛にも種付けをしていきたいです。また、将来的には
実家の牛舎の建て直しや放牧地の確保により、働く人と牛の環境改善や牛のストレス軽減に取り
組んでいきたいです。

　牛が大好きで、牛のことを第一に考えていることが伝わってくる学生さんでした。
目標に向かって頑張ってください。本日はありがとうございました。

▶栃木県農業大学校
　農業生産学部　畜産学科
　2年　齋藤　千紗 さん

農大生インタビュー !!農大生インタビュー !!農大生インタビュー !!
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中央会情報
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中央会情報
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共済連情報
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生産振興情報

お問い合わせ

加工・業務用たまねぎ

出荷者募集！

加工・業務用たまねぎは、平成２８年産から作付けの推進をしており、

現在は鉄コン出荷をメインに取り組みを進めています。

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
１年目 播種 定植 生育期間

２年目 収穫

　　播種 　　　苗床期間 　　定植 　　　生育期間 　　　収穫

◆取扱品種：加工・業務に適した貯蔵性の高い品種（中～晩生）

◆価格が事前に決定しています！

（令和6年産価格：58円/kg）

◆出荷経費（運賃、コンテナ代）はかかりません。

※契約販売のため、事前に出荷量の把握をさせて頂きます。

◆鉄コン出荷で、規格はM以上（規格適合品に限る）。

※等階級の選別は不要です。

◆出荷取り纏め期間：令和6年11月～12月頃（目安）

◆出荷販売時期：令和7年6月～8月上旬予定

【問合せ先】 全農とちぎ 担い手支援課 ＴＥＬ：028-616-8838

※令和7年産の出荷を希望・検討されている方は、

お気軽にご連絡ください！

１．特徴

２．作型 （目標単収５ｔ）

３．販売額 （10aあたり） （参考）

販売額： 290,000円（税別） （目標単収：5t/10a）

費 用： 100,000円（主な経費：種子・肥料農薬）

※その他資材代・燃料費・人件費等を除く



−8−

米 麦 情 報

JAグループ栃木／JA・JA全農とちぎ／栃木の米麦・大豆生産振興協議会

生産者の皆様へ

玄米
水分は
玄米
水分はを目標に乾燥しましょう！を目標に乾燥しましょう！

令和6年産米の安全・安心の確保のため、
　　　　　　　　以下の取り組みをしましょう！

異品種混入・異物混入撲滅について、裏面をご覧ください

放射性物質吸収抑制対策
放射性物質の稲への吸収を低減させるため、
①倒伏させない肥培管理
②コンバイン収穫時の刈り高さ10㎝以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　を心がける！

●過乾燥米（14.0%を下回る米） は胴割粒などの原因となっており、
　　　　　　　　　　　　　　　　品質・食味を著しく悪くします。

●高水分米（15.0%を上回る米） は保管中の品質劣化の原因となります。

と
ち
ぎ
の

4

作業着のポケットに
モノを入れない。

3

2 紙袋・フレコンは清潔
な場所に保管する。

1 農機具の清掃及び
点検をする。

作業中断時、端量が出た
場合は必ず袋を縛り、虫・
ネズミ等の侵入を防ぐ。

異品種混入（コンタミ）
　　異物混入を防止しましょう

Ⓒ栃木県　とちまるくん
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米 麦 情 報

稲・大豆の技術対策（9月）

水 稲
１　水管理
　　登熟期間は、籾の充実、品質向上のため、水を必要とする時期です。収穫直前までが理想

ですが早くとも出穂後30日までは間断潅水で水を切らさないようにしましょう。
　　落水後も高温・多照が続く場合は収穫前まで走り水を行います。台風通過後のフェーン（高

温・低湿）時は入水し、根を健全に保ちます。

２　適期収穫
　　刈遅れは胴割れ米多発の主な原因です。登熟期間

が高温で推移すると、葉や枝梗は緑色でも､ 籾はす
でに黄変して刈取適期を過ぎている場合があります。
刈り遅れによる品質低下がないように早めに作業を
開始しましょう。

　　収穫適期の目安は、帯緑色もみ率（黄緑色のもみ
の割合）が10 〜 3％、暦や積算温度で判断するので
はなく必ず帯緑色籾率で判断しましょう。早植えコ
シヒカリでは出穂後36 〜 46日（積算温度で850 〜
1100℃程度）ですが高温年ではさらに早まります。
近年は８月が高温で経過した年は９月初旬から収穫
適期を迎えることがあります。

　☆「とちぎの星」は、成熟期が近づくと葉先に赤い斑点ができるいわゆる「赤上がり」にな
ることがあります。遠くから見ると葉が赤茶けて見えることがありますが、品種の特性で、
特に問題はありません。

３　適正な乾燥・調製
　　乾燥・調製は丁寧に行い、胴割粒の発生を防止しましょう。籾水分25 〜 20％で収穫し、

速やかに乾燥機に張り込みます。張り込み時は水分を確認し、乾燥機の使用マニュアルに従
い、急激な乾燥は行わないようにしましょう（毎時乾減率は0.8％以下）。

　　仕上げの玄米水分は、14.5％となるようにします。なお、過乾燥および高水分（15.1％以上）
にならないよう、乾燥調製に注意しましょう。

　　籾摺は、適正な乾燥後、籾の温度が下がってから脱ぷ率が80 〜 85％となるようゴムロー
ルの間隙を調整して行います。乾燥が不十分であったり、籾温が高いと肌ずれが発生するの
で注意しましょう。

大 豆
１　吸実性カメムシ類の防除
　　本県で最も減収が大きい病虫害は、子実肥大中期（９
月上中旬）のカメムシ類による吸汁害及びマメシンク
イガ等による食害です。また子実肥大後期（9月下旬）
の吸汁害は機械選別も困難で、ほ場内成熟むらの一因
にもなっていることから、9 月上旬から中旬は水稲収
穫作業との作業競合もありますが、この時期の防除を怠らないことが大切です。

２　ハスモンヨトウ
　　幼虫は齢期が進むと薬剤が効きにくくなくなるので、発生初期に薬剤を散布しましょう。

ＪＡ全農とちぎ　米麦部
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農業総合研究センター情報

 
 

注１．慣行区ではアザミウマ防除のため、12 月８日（図の矢印）にディアナ SC を散布 
注２．［被害度］＝((1×被害程度軽果数)＋(2×被害程度中果数)＋(3×被害程度甚果数))/ (調査果数
×3)×100  

 
 
 
 
 
 
 
 

【背景】 
いちご栽培において、アザミウマ類は果実の表面

を加害し、商品価値を低下させる重要害虫です。ア
ザミウマ類による被害は生息密度の高い春先に多
く見られますが、近年は温暖化や作型の早期化によ
り秋期の被害も増加しています。また、現在アザミ
ウマ類の防除は化学農薬によるものが主体であり、
薬剤抵抗性の獲得が懸念されています。そこで、ア
ザミウマ類による秋期の被害抑制のため、定植時処
理剤と天敵を用いた、現場で導入しやすく安定的な
効果が得られる防除体系の構築に取り組んでいま
す。     
                          

【結果】 
定植時にモベントフロアブルの灌注処理を行い、定植１か月後に天敵（ククメリスカブリ

ダニ）を放飼した区（灌注＋天敵区）とそれらの処理を行わない区（慣行区）の２種類の処
理区を設定して、両区にヒラズハナアザミウマを放飼し、花への寄生虫数及び果実への被害
度を調査しました。 

その結果、灌注＋天敵区は、慣行区に比べ幼虫数の増加が抑えられ、特に年末繁忙期の果
実被害に繋がる、11 月下旬から 12 月上旬にかけて幼虫の密度が低く保たれました（図１）。
また、果実への被害度も、灌注＋天敵区は慣行区に比べ低く推移しました（図２）。 

これらの結果から、定植時の灌注剤処理と定植１か月後の天敵導入は、アザミウマ類によ
る果実被害の抑制に効果的であると考えられます。 

 
 

        
 

 

(病理昆虫研究室) 

写真 いちご苗への薬剤灌注処理の様子 

図１ 10 花あたりのアザミウマ類幼虫数 図２ いちご未成熟果被害度 

栃木県農業総合研究センター 
試験研究成果は､ホームページで見られます！ 
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/ 

 
 

注１．慣行区ではアザミウマ防除のため、12 月８日（図の矢印）にディアナ SC を散布 
注２．［被害度］＝((1×被害程度軽果数)＋(2×被害程度中果数)＋(3×被害程度甚果数))/ (調査果数
×3)×100  

 
 
 
 
 
 
 
 

【背景】 
いちご栽培において、アザミウマ類は果実の表面

を加害し、商品価値を低下させる重要害虫です。ア
ザミウマ類による被害は生息密度の高い春先に多
く見られますが、近年は温暖化や作型の早期化によ
り秋期の被害も増加しています。また、現在アザミ
ウマ類の防除は化学農薬によるものが主体であり、
薬剤抵抗性の獲得が懸念されています。そこで、ア
ザミウマ類による秋期の被害抑制のため、定植時処
理剤と天敵を用いた、現場で導入しやすく安定的な
効果が得られる防除体系の構築に取り組んでいま
す。     

                          

【結果】 
定植時にモベントフロアブルの灌注処理を行い、定植１か月後に天敵（ククメリスカブリ

ダニ）を放飼した区（灌注＋天敵区）とそれらの処理を行わない区（慣行区）の２種類の処
理区を設定して、両区にヒラズハナアザミウマを放飼し、花への寄生虫数及び果実への被害
度を調査しました。 

その結果、灌注＋天敵区は、慣行区に比べ幼虫数の増加が抑えられ、特に年末繁忙期の果
実被害に繋がる、11 月下旬から 12 月上旬にかけて幼虫の密度が低く保たれました（図１）。
また、果実への被害度も、灌注＋天敵区は慣行区に比べ低く推移しました（図２）。 

これらの結果から、定植時の灌注剤処理と定植１か月後の天敵導入は、アザミウマ類によ
る果実被害の抑制に効果的であると考えられます。 

 
 

        
 

 

(病理昆虫研究室) 

写真 いちご苗への薬剤灌注処理の様子 

図１ 10 花あたりのアザミウマ類幼虫数 図２ いちご未成熟果被害度 

栃木県農業総合研究センター 
試験研究成果は､ホームページで見られます！ 
https://www.pref.tochigi.lg.jp/g59/ 
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園 芸 情 報

園芸部 流通対策課

栃木の梨は、

今年も、栃木県の美味しい梨の季節が始まりました。
栃木の梨は収穫期間が長く、幸水から豊水、あきづき、新高、にっこりまで、
長い期間に渡って、様々な味と食感の梨がお楽しみいただけます。

●幸水
甘みが強く、果汁たっぷりの果肉が特徴

●豊水
甘みと酸味のバランスが良い爽やかな味

●あきづき
「幸水×豊水×新高」をかけ合わせた、いいとこどり

●新高
大玉で甘味が強く、酸味は少なめ。柔らかな食感

●にっこり
栃木のオリジナル品種。
大玉で、果肉は糖度が高く、シャリっとした食感で、
ジューシーな味わい。

にっこりの園地の様子

季節ごとに変わる「栃木の梨」は、お使い物にも最適の品です。
栃木ならではの味覚を、是非ご家族・ご友人とお楽しみください。

幸せ、豊かに、にっこり。

ハウス幸水

幸水

豊水

あきづき

新高

にっこり
※年により出荷時期は前後します。

7月 8月 9月 10月 11月 12月

栃木の梨 品種別出荷カレンダー
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農 薬 情 報

定植後処理で省力防除！

2024年8月現在

定植直後の灌水（根回し水/根じめ）と一緒に処理することで
省力的に害虫防除をすることができます！

※赤字は適用拡大箇所（2023年12月20日）

FMC、FMCロゴ、🄬🄬を付した商標は、FMC Corporationまたはその米国およびその他の国の子会社・関連会社の登録商標です。

上記以外の適用作物：キャベツ、ブロッコリー、はくさい、レタス、非結球レタス、カリフラワー、しそ、ねぎ、ほうれんそう、非結球あぶらな科葉菜類、いちご

定植直後株元
灌注処理の使
用方法動画は
こちら→
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肥 料 情 報
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農業機械情報
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生 活 情 報

でも

と大好評

から
まで幅広く活

躍！

お問い合わせ先：ＪＡ全農 東日本生活事業所 栃木推進課 TEL028-616-8855
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編集後記

野 生 を 食 べ る ガガイモ174野 生 を 食 べ る

　９月号も最後までお読み
いただきありがとうござい

ます。実りの秋を迎えますが、過ごしやすい気候
になるのはまだまだ先のように感じられます。今
年は秋の味覚である秋刀魚を食べて、暑さで疲れ
た身体を労わりたいと思います。　　　　(金田 )

　ガガイモの仲間はマイナーなグループであまり知られていない。昆虫好きの人はアサ
ギマダラの食草であり、日光などではシカが食べないのでイケマという植物が結構増え
ている程度の知識はお持ちだろう。私の里山保全のフィールドではカモメヅルが数種類
確認されており、大切に保護している。ガガイモそのものは珍しい植物かというとそう
でもなく、9月に草刈りのされない藪を注意深く観察すれば、写真１のような花を見つ
けることができる。試食してみたいなら、翌年、その場所から新芽を探すといい。

　最初にガガイモを見つけたのは鬼怒川の河川敷。翌年、写真３のような新芽を採集し
バターソテイ（写真４）にしてみた。ポクポクした食感でかすかな甘みもあり、旨い
方。これだけでは原稿にならないので放置していた。数年後の９月上旬、高根沢町の郊
外を運転中、道端にガガイモの花（写真１）を発見した。実（写真２）を天ぷらにした
らどうだろう。こう思って９月下旬に再訪、「天ぷら」にしてみたが硬くて食用不可で
あった。翌年は９月中旬に再再訪、今度は食べることができた。かすかな甘みを感じ、
思いのほか旨い。

（aida）

料理メモ

写真３ 写真４ 写真５

写真１ 写真２


